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書写の基礎基本 ８月１９日（月）

福村 俊夫 先生（名張市立名張小学校教諭）

岩森 進 先生（名張市立梅が丘小学校教諭）

毛筆・硬筆の基本や指導法だけでなく、水書に

ついても実際に先生方も体験しながら楽しく学

ぶことができました。具体的に、活動前に筆を

ほぐすことや、止め、はらいなどに加え、「三」

という字の中にあ

る「一」は、３本

とも違う「一」で

あることなど、改めて字を書くという１つ１つ

のことに込められた気持ちや技術に触れること

ができました。また、右の写真のように、大き

な筆で好きな言葉を書くことにも挑戦しました。

教科・領域研修

平成３０年度プロジェクト研究発表 ふるさと学習 「なばり学」
８月２７日（火）、教育センターで昨年度のプロジェクト研究である「なばり学」を実際に活用した授業や校外活動

における実践例の発表がありました。昨年度事務局を務めた西口さんから、ふるさと学習のコンセプトや「なばり学」

の概要説明があり、その後、６つの学校から実践例を紹介していただきました。※所属はＨ３０年度のもの
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発

表

希望する講座ご 地元の企業の努 オーストラリア 名張での戦争 能の見学や体 子どもたちから

の とに市内の福祉施 力を学び、職場体 の学校との交流や や被弾ピアノにつ 験教室に参加しま 講師先生への質問

設での校外学習を 験学習への意欲を 国際交流イベント いて学習し、修学 した。また、伊賀米 を中心に一ノ井松

概 行いました。今年 高めました。働く で、英語で名張を 旅行での平和セレ が全国でも高い評 明調進について学

度は平和学習も絡 ことの目的など、 紹介するなどし、 モニーや、なかま 価を受けているこ 習しました。学習

要 めてのての活動を 考えを深める姿も 子どもたちも自信 集会での意見交換 とにも着眼し、学 の成果は集会で校

行う予定です。 見られました。 をつけました。 につなげました。 習を深めました。 内発信しました。

体育実技講習会 ８月２６日（月）

「走力と柔軟性向上のために」

德地 和子 先生（アクティブ名張

スポーツクラブ インストクター）

ストレッチに入る前に、まず靴紐

の正しい結び方の講習もあり、ただ

ストレッチするだけでなく、日常の

座り方や寝る時の姿勢、食事のとり

方など、生活習慣に関わる多くのこ

とを教えていただきました。タオル

や長い棒を利用したストレッチは、

自分の柔軟性や必要に応じて行うこ

とができ、授業の良いヒントとなり

ました。

また、短距離走では、実際に桐生

選手やサニブラウン選手の走法やト

レーニングの話も交えながら、走る

とき後方に足を跳ね上げず、置くよ

うにしながら前へ前へと坂を下るよ

うに足を運ぶことなど、実際に先生

方も練習しながら学ぶことができま

した。

【国語】 ８月２０日（火）

主体的で対話的で深い学びの実現に向かう授業改善

青木 伸生 先生（筑波大学附属小学校教諭）

模擬授業形式で「すがたをかえる大豆」「ごんぎつね」などの教材をどのよ

うに扱うかについて、具体的な指導法をわかりやすく示してくださいました。

特に印象的であったのは、段落ごとに縦に区切るのではなく、伏線で読み取る

（＝横に区切って読む）ことの重要性についてです。その中での気づきや新た

な発見を実際に体験することで、多くの先生から「教材研究の新しい視点とな

った」という感想が聞かれました。国語の授業にお

いて「読む」ということは「謎解き」であるという

言葉によって、１つ１つの教材が持つ深さやその味

わい方など、大変視野を広げる研修となりました。

同時に、「対話」は「子どもたちから自然に生ま

れてくるもの」であるべきとし、その具体的な発問

の手法を含め、「主体的で対話的で深い学び」につ

いても言及していただきました。



Ｑ：新学習指導要領にある三つの
柱の中にある「学びに向かう力、人

間性など」って具体的にどういうこ
と？

Ａ：新学習指導要領では、これ

を「学びを人生や社会に生かそ

うとする力」としており、情意

や態度面に関するものと言えま

す。学習者自身が自分の取り組

み方や気持ちなどをふり返りな

がら、それらをコントロールし

たり、よりよい態度に改善しよ

うとしたりするなど、「メタ認知」

に関わるものです。

学習の中で、他と関わろうと

する力や、さらに協働作業にお

けるリーダーシップや思いやり

の気持ちが育ったり、それを学

習活動の中で発揮したりするこ

とを期待するものです。学習内

容や、自分が所属する集団、そ

して社会へと積極的に関わろう

とする気持ちや態度を、教科学

習や学校行事等でいかに育てて

いくかが重要となります。

今さら聞けな
い。教えて、
パールソン！

オッケー

さくら教室 ★卒業生との交流会★
８月２１日（水）、教育センターの多目的スペースで、さくら教室は卒業生との交

流会を行いました。参加した卒業生は計９名で、大学生や専門学校生、高校生

など、今それぞれのステージで頑張っている元気な姿を見せてくれました。現

在さくら教室に通級している人たちに対し、自分の近況や目標（「今は◯◯の資

格を取得するために頑張っています。」など）を話す中で、人との「縁」の大切さ

などにも触れ、とても素敵な交流会となりました。中には、ギターの弾き語りで

メッセージを伝えてくれる卒業生などもおり、多くの面で勇気づけられたり明る

い展望を与えられたりした貴重な機会となったのではないかと思われます。

その後、現在通級している人たちから、流しそうめん・フライドポテト・餃子ピ

ザなどがご馳走され、皆和気藹々

と食べながらの交流を楽しみまし

た。流しそうめんのセットについて

は、一ノ井市民センターさんから道

具をお借りし、そのセッティングな

ど多くの面でご協力いただきまし

た。ありがとうございました。

ふるさと学習「なばり学」 実地研修
８月２７日（火）は、実際に赤目四十八滝へ足を運び、

滝の見学を行いました。滝フレンドの方が案内役として

４名引率して下さり、様々な地形や滝の成り立ちなどに

ついて詳しく教えていただきました。布引滝を少し越え

た所（３分の１程度）までしか進みませんでしたが、約

１時間半歩く中で、赤目滝はいろいろな角度から滝を見

ることができるようになっているといった地形や順路に

なっているため、滝の姿を大変満喫することができまし

た。サンショウウオ

センターでも、その

生態などについてお

話を聞かせていただ

くなど、充実した研修となりました。

参加された先生方からも「子どもたちを引

率する前に自分の足で歩き、しっかりとした

予習ができたことはとても有意義だった。」な

どという声が聞かれました。

名張市内フィールドワーク
同日午後は、市内フィールドワークとして、次

の場所を見学に訪れました。文化生涯学習室の門

①名張藤堂家邸跡 田了三さん、地域学校協

②名張市郷土資料館 働本部チーフコーディネ

③夏見廃寺展示館 ーターの谷戸実さんが引

④(株)オキツモ 率や説明を中心に行って

⑤美旗市民センター くださいました。

⑥新田用水・美旗古墳 名張の歴史に触れ、そ

⑦観阿弥創座の地 の時代ごとの社会的背景

※⑥⑦は車中見学 だけでなく、その１つ１

つが歴史上重要な役目を果たしていることもよく

理解できました。また、発見された遺跡などが、

古代どのような物として扱われていたかなど、当

時の生活や人々の考え方なども研修できました。

(株)オキツモでは、様々な塗料の開発が行われ、

特に耐熱塗料などは、日常私たちが使用している

身近な物にたくさん利用されており、説明をうけ

るごとに「そうやったんか！」「なるほど！」とい

う先生方の声が何度も聞かれました。

ぜひ今後の授業や校外学習など、現場での実践

に役立てていただければと思います。

赤目四十八滝

美旗市民センター

(株)オキツモ

名張市郷土資料館

第４回 １０月１９日（土）

第５回 １１月１６日（土）

いずれも１３：３０～１５：３０

次回
センター
Cafeの
ご案内

お待ちして
ます！

第８号「なばり学クイズ」の答え
・柱状節理の岸壁をもつ渓谷

かおちだに
・美旗古墳群最大の前方後円墳

うまづか
・名張でご馳走とされた海の幸の料理

いわしずし
・「つめたい」を名張の方言で

ちびたい
・旧細川邸。奈良県の薬点店の支店

やなせしゅく
・名張駅前で観阿弥像が持っている物

のうめん
→この白抜きの６文字を並べ替えると

まなびのちず となります。

「学びの地図」が正解でした！

２名様、
おめで
とう！


